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公
共
施
設
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
は

　
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
は
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
市

の
財
政
状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、

長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
、
公
共
施
設

の
機
能
が
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

施
設
の
長
寿
命
化
や
施
設
総
量
の
適
正

化
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

公
共
施
設
の
状
況

　

市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
は
、
平
成

31
年
３
月
末
時
点
で
、
２
８
６
施
設
、

延
べ
床
面
積
73
・
３
万
平
方
メ
ー
ト
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

５
年
前
（
平
成
26
年
）
と
の
比
較
で

は
、
１
施
設
増
加
し
た
も
の
の
、
延
べ

床
面
積
は
約
０
・
２
万
平
方
メ
ー
ト
ル

減
少
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
等
を

取
り
巻
く
環
境

　

各
公
共
施
設
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

建
設
し
た
当
時
と
大
き
く
変
化
し
て
き

て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
現
状
や
課

題
を
共
有
し
、
公
共
施
設
の
必
要
性
や

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

施
設
な
ど
の
老
朽
化

　

市
で
は
、
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
平

成
10
年
代
に
か
け
て
、
人
口
の
増
加
や

都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
多
く
の
公
共

施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
の
多
く

で
年
数
の
経
過
に
よ
る
老
朽
化
が
進
み
、

全
体
の
50
・
５
％
の
施
設
が
、
一
般
的

に
大
規
模
改
修
が
必
要
と
さ
れ
る
築
30

年
以
上
を
経
過
し
て
い
ま
す
。（
図
２
）

多
額
の
改
修
・
更
新
費
用

　

す
べ
て
の
公
共
施
設
等
を
保
有
し
続

け
た
場
合
、
今
後
40
年
間
に
必
要
と
な

る
改
修
・
更
新
費
用
を
試
算
す
る
と
、

毎
年
度
平
均
で
、
約
１
８
１
億
円
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
直
近
５
年
間
に
公
共

施
設
の
改
修
や
更
新
な
ど
に
要
し
た
費

用
の
平
均
に
対
し
て
約
２
・
７
倍
に
当

た
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
費
用
の
面
か
ら
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
、
す
べ
て
の
公
共
施

設
を
改
修
・
更
新
し
て
い
く
こ
と
は
、

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
状
況
の
変
化

　

人
口
構
成
の
変
化
や
市
民
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
施

設
に
よ
っ
て
は
利
用
者
数
に
偏
り
が
み

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
内
に
お
い
て
も
部
屋
ご

と
の
利
用
率
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
な

ど
、
施
設
整
備
時
に
想
定
し
て
い
た
利

用
形
態
と
実
際
の
利
用
実
態
に
乖か
い

離り

が

生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

未
来
に
つ
な
げ
る
公
共
施
設
の

今
後
の
取
り
組
み

　

公
共
施
設
は
、
日
常
生
活
を
支
え
る

市
民
共
有
の
財
産
で
あ
り
、
そ
の
在
り

方
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

単
に
施
設
を
減
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、

長
寿
命
化
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
保

全
・
活
用
や
、
民
間
活
力
の
導
入
な
ど

に
よ
る
効
率
的
な
管
理
・
運
営
に
取
り

組
み
、
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
も
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
帯
広
市
内
の
多
く
の
公
共
施
設
等
で
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
29
年
2
月
に
策
定
し
た
「
帯
広
市

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ
き
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
統
廃
合
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

企
画
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図２　公共施設の建築年別整備状況

図１　公共施設等の区分（平成31年３月末時点）

「帯広市公共施設マネジメント計画」策定後の主な取り組み事例

（西出張所）
【職員会館】 ◦�帯広市職員の福利厚生を目的

に昭和45年に建設。老朽化が
進み、耐震改修などが必要と
なっていた。
◦�建設当時と比較し、民間によ
る他の飲食・娯楽施設が充実
し、福利厚生施設として維持し
ていく意義が低下してきた。

施設の廃止（取り壊し）

【公害防止センター】 ◦�公害の監視などのため、昭和
58年に建設。近年、施設機能の
大部分が市庁舎や民間への業
務委託に移行していた。
◦�公害の監視業務など、施設が
担う機能の多くで、民間への業
務委託が可能になってきた。

施設機能の廃止

【消防署西出張所・緑ヶ丘出張所】 ◦�西出張所は、消防署に求められ
る耐震性能を有しておらず、老
朽化も進行。
◦�建設当時よりも、火災時などの
現地到着が可能な範囲が広
がっていること、施設の統廃合
で維持管理費の縮減が可能な
ことから、緑ヶ丘出張所と統合
し、柏林台地区に新たな出張所
を整備する。

施設の統廃合
（令和２年度新出張所整備予定）

【火葬場】 ◦�市内で唯一の火葬場であり、今
後、高齢化の進行に伴い火葬件
数の増加が予測される。
◦�施設の老朽化が進んでいるが、
施設の躯体は耐震性を有して
おり、長寿命化を図り、できる限
り長く施設を利用する。

施設の長寿命化


